
下田総合庁舎

定例記者懇談会資料

令和５年８月 25 日

賀茂地域局

次回の定例記者懇談会

令和５年９月 22 日（金）

午前９時 30 分から

会場：賀茂キャンパス



目 次

◎重要施策発表

学びが広がる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

（賀茂地域教育振興センター）

◎９月の行事予定

行事予定表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･ 10

賀茂キャンパス活用プログラム「静岡県立大学 社会人講座」第30回講座・ 12

（賀茂地域局地域課)

公開イブニングシンポジウム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

（賀茂地域局地域課)

「賀茂地域で輝く大人」紹介事業「賀茂のカリスマ」（カモスマ）第３弾・ 15

（賀茂地域局地域課)

賀茂地域広報ＰＲグッズを作りました！・・・・・・・・・・・・・・・・17

（賀茂地域局地域課)

環境ビジネスを表彰する「静岡県ＳＤＧｚビジネスアワード」応募受付中・18

（環境政策課)

令和５年度総合防災訓練（本部運営訓練）の実施について・・・・・・・・22

（賀茂地域局危機管理課）

駿河湾フェリー等を活用した海上輸送訓練の実施について・・・・・・・・23

（賀茂地域局危機管理課）

防災講座の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29

（賀茂地域局危機管理課）

令和５年度県税のしおり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（下田財務事務所）

講演会「黒潮大蛇行と磯焼け」の開催について・・・・・・・・・・・・・31

（水産・海洋技術研究所伊豆分場）

静岡県・下田市一体型道路等包括管理委託業務に関する覚書締結・・・・・33

（下田土木事務所）

「青野大師ダム教室」の開催について・・・・・・・・・・・・・・・・・34

（下田土木事務所）

静岡県屋外広告物適正化旬間におけるパトロールの実施・・・・・・・・・36

（下田土木事務所）

令和４年度消費生活相談の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40

（賀茂広域消費生活センター）

下田市市民後見人養成講座フォローアップ講座の実施・・・・・・・・・・42

（賀茂広域消費生活センター）

消費者教育出前講座の実施（高校生等）・・・・・・・・・・・・・・・・ 43

（賀茂広域消費生活センター）



名簿

役職名 氏 名

１ 賀茂地域局長 白鳥 満啓
しらとり みちひろ

２ 賀茂地域局副局長兼賀茂危機管理監 沼野 克史
ぬ ま の か つ し

３ 伊豆観光局長 市川 顯
いちかわ けん

４ 下田財務事務所長 神谷 明良
か み や あきよし

５ 賀茂健康福祉センター所長 鈴木 藤生
す ず き ふ じ お

６ 賀茂健康福祉センター医監兼賀茂保健所長 本間 善之
ほ ん ま よしゆき

７ 賀茂農林事務所長 諸田 僚
も ろ た りょう

８ 農林技術研究所伊豆農業研究センター長 種石 始弘
たねいし もとひろ

９ 水産・海洋技術研究所伊豆分場長 吉川 康夫
よしかわ や す お

10 下田土木事務所長 戸塚 博文
と つ か ひろふみ

11 賀茂広域消費生活センター所長 倉島 浩彰
くらしま ひろあき

12 賀茂地域教育振興センター参事 土屋 一巳
つ ち や か ず み

13 賀茂地域局次長兼地域課長 白土 達夫
しらつち た つ お

14 賀茂地域局参事兼危機管理課長 鈴木 要
す ず き かなめ



○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

スクリーン 重要施策発表者

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
記者席

○ ○ ○

賀茂地域定例記者懇談会　座席表
（下田総合庁舎別館　２階　賀茂キャンパス）

柱

ＰＣ

賀茂地域
教育振興

センター参事
参事兼賀茂広域

消費生活センター長 下田土木事務所長
水産・海洋技術研究所

伊豆分場長 伊豆農業研究センター長

プロ
ジェクター

賀茂農林事務所長 賀茂保健所長
賀茂健康福祉

センター長 下田財務事務所長

副局長兼
賀茂危機
管理監 賀茂地域局長

次
長
兼

地
域
課
長

○

参
事
兼

危
機
管
理
課
長

○

出入口 記者席



目まぐるしく時代が変化する中で、10年後・20年後に子供たちが社会に出て
何か困ったことに出会っても、そこで立ちすくむことなく、目の前の課題を
よりよく解決し、自分のよさや可能性、持ち味を十分に発揮できる資質・能
力を育むため、子供たちの学びがどんどん広がっている様子をお伝えします。
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令和３年１月26日に中央教育審議会から、「令和の日本型学校教育の構
築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す,個別最適な学びと,　
協働的な学びの実現～という答申が出されました。　　　　　　　　　　　　　　　
この答申の画期的な部分は、これまでの「みんなが、同じ場所で、同じよう
な内容を、同じペースで学ぶ」いわゆる「みんな同じがみんないい」の発想
を転換した点にあります。
今までの一斉型の授業を見直し、個に応じた学びや多様性のある学びに変え
ていくことで、すべての子供にとって最適な学びを実現するものです。
今、そのような学びに向けて、各学校で授業が工夫されています。
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もちろん、これまでの一斉型の授業が完全に否定されてるわけではありませ
んが、先生が敷いたレールの上を子供たちが言われたとおりに歩むのではな
く、これからは、子供たちが自己調整をしながら、自分に最適な学びを計画
実行しながら学ぶ場面が授業の中でも大事にされています。
（自分で計画を立て見通しをもったり、選択･判断したり、活用したり、試行
錯誤したりする力を育む）
そのため、教室をのぞいて見ると、同じ目標に向かい課題を解決する場面で
は、全員が黒板を向いて話を聞いている様子だけではなく、一つの教室の中
で、一人で黙々と学習を進める子もいれば、一人一台端末を使っている子、
友達と相談し合っている様子、先生に聞いている子など多様な学び方の様子
が見られるようになってきました。
子供たちが多様に学びを広げているのです。
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もう一つ、大切にされていることは、多様な他者と協働しながら、持続可能
な社会の創り手となることができるように、たくさんの方と関わりながら学
ぶ姿です。
これは今までも大切にされてきましたが、改めてその重要性が指摘されてい
ます。
例えば、ICTを活用することで、時間的・空間的な制約が緩和され、地域の方
や専門家との関わりが容易になったり、全国や世界の多様な他者と協働した
りするなど、教室にいても子供たちの学びはどんどん広がっています。
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これは、小学校１，２年生が学ぶ生活科の学習指導要領のなかにある言葉で
す。
子供たちは、ひと、もの、ことに対して興味をもって関わったり、直接働き
かけて関心を広げたりしていく。そして、人々、社会及び自然との関わりに
考えを巡らせ、（中略）考えることが繰り返し行われるとあります。
これは、１・２年生の指導要領なので、「身近な人々」となっていますが、
年齢が上がるにつれて、関わる「人」「もの」「こと」の幅も大きく広がっ
ていきます。
子供たちは、多様な他者との出会い、たくさんのものやこととの出会いのな
かで、心が揺さぶられたり、新たな課題を発見したりしていきます。
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地域の人や専門家から学ぶという点では、賀茂地域教育振興センターと他の
課がつながり、授業に至った例もあります。
昨年度は、消費生活センターの方が、賀茂地域の小学校２校で、総合的な学
習の時間に消費生活やＳＤＧ‘ｓについて学ぶ機会を作ってくれました。
消費生活センターの方にこのようなことができると教えていただき、賀茂地
域教育振興センターが学校に呼びかけました。
子供たちは、自分が消費者の一人、社会の一員であることを意識するきっか
けとなり、自分ができること、気をつけることなどを深く考えました。

今年度は、現在進行中ですが、賀茂地域局の「賀茂のカリスマ出前講座」を
学校に呼びかけています。
現在、松崎中学校で実施する調整を進めております。
学びを広げるという視点から、学校にとって、子供にとって、大変ありがた
い機会をいただいたと感じています。
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学校の授業を離れたところでも、賀茂地区の子供たちがさまざまな方から学
ぶ機会をいただいています。
県の教育政策課の企画によるDream授業では、今年度は東アジア文化都市に静
岡県が選定された経緯もあり、中学生が大学生と共に２日間「文化」を軸に
学びを深めました。
絵本作家の鈴木まもるさんのお話を聞いたり、西伊豆町のカネサ鰹節店で体
験をしたり、それぞれが考える地域の文化の特色や継承について意見を交わ
し合ったりしました。

参加した中学生からは、「自分の知らなかった賀茂地区の文化を知ること
ができた。」「大人になって、賀茂に戻って貢献したいと思った。」
「今から、地域の人とたくさんかかわっていきたい。」などという声を
聞くことができました。
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また、県の社会教育課の企画によるしずおか寺子屋については小中学生103名
が、下田総合庁舎に来て高校生・大学生から勉強を教わりました。
この機会は、小中学生にとっては普段触れ合うことのないお兄さん・お姉さ
んと接する中で、分かる喜びはもちろん、優しさや丁寧さに、このような存
在になりたいとあこがれを抱いた子もいたことでしょう。
また、高校生・大学生は、教師を志していることもあり、一人一人に寄り添
うことの大切さや教師になるためにこれから伸ばしていきたい力について見
直すことができたりと、参加者が一方向ではなく、双方向によさが見いだせ
る機会となりました。
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こちらは、賀茂地域教育振興センターの今年度のグランドデザインです。今
年度は「つながる」をテーマに、園・小学校・中学校の学びが重なり合い、
将来につながるように、そして、さまざまな「人」「もの」「こと」と子供
たちが出会えるように、ここにいらっしゃる様々な分野の方々と園や学校を
つなげていけたら思います。

9
9



日 曜日 賀茂地域局 下田財務事務所 賀茂健康福祉センター 賀茂農林事務所 下田土木事務所

防災講座

15:00-16:30　南上小学校

防災講座 屋外広告物パトロール

9:10-9:55　浜崎小学校 9:00(下田市)、13:30(南伊豆町）

防災講座
静岡県・下田市一体型道路等包括管
理委託業務に関する覚書締結式

13:40-15:15　河津小学校 13:15～下田総合庁舎2階第6会議室

海上輸送訓練 屋外広告物パトロール

14：50～　松崎港 10:00（東伊豆町）、13:30（河津町）

防災講座 屋外広告物パトロール

8:25-12:05　稲梓小学校 10:00（松崎町）、13:30（西伊豆町）

①防災講座
②防災講座
①10:30-11:30　稲生沢こども園
②13:25-14:10　朝日小学校

防災講座

9:05-10:40　賀茂小学校

防災講座

10:30-11:30 ひかり保育園

防災講座 青野大師ダム　ダム教室

13:00-13:45　下田小学校 9：20～（南上小学校1.2.4年生）

防災講座 青野大師ダム　ダム教室

10:00-11:00　下田認定こども園
9：20～10：30（白浜小学校4年生）
10：20～11：30（南中小学校3年生）

①防災講座
②防災講座
①9:10-9:55　松崎小学校
②13:20-14:55　稲生沢小学校

①定例記者懇談会
②防災講座

①9:30～ 賀茂キャンパス
②9:30-11:00　南伊豆認定こども園

①防災講座
②防災講座
①9:30-10:30　賀茂危機管理庁舎
②15:20-16:10　下田高校

防災講座

9:25-12:10　白浜小学校

防災講座

10:00-11:00　下田認定こども園

行事予定表　（令和５年９月分）

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土
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日 曜日
農林技術研究所

伊豆農業研究ｾﾝﾀｰ
水産・海洋技術研究所

伊豆分場
賀茂広域

消費生活センター
賀茂地域

教育振興センター
伊豆観光局

賀茂地域幼小接続推進研修会

14:00～賀茂教育会館　大会議室

学生・企業等向けセミナー⑤

18：30～20：30　三島市

17:40～19:00

県立下田高校定時制出前講座

デジタルスタンプラリー

～11/30

行事予定表　（令和５年９月分）

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土
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（案）

令和５年８月 25 日

定例記者懇談会資料

賀茂キャンパス活用プログラム「静岡県立大学 社会人講座」第 30 回講座

（要旨）

「静岡大学、静岡県立大学、静岡文化芸術大学と賀茂地域１市５町の相互連携に関す

る協定」に基づき、賀茂キャンパスにおいて、静岡県立大学による「観光人材育成のた

めの社会人講座」の第 30 回講座を令和５年９月 15 日（金）に実施する。

※参加費は無料、毎月１回開講予定（単発の参加可）

（概要）

担 当 ： 賀茂地域局地域課

連絡先 ： 0558-24-2204

（賀茂地域局）

日 時
第 30 回 令和５年９月 15 日（金） 13:30～15:00

※毎月１回継続実施

会 場

静岡県下田総合庁舎別館２階 賀茂キャンパス

※別館１階玄関からお入りください。

※駐車場台数に限りがあるため、公共交通機関の利用・車の乗り合わせに協力願います。

内 容

講師：静岡県立大学大学院 ツーリズム研究センター

カウクルアムアン アムナー 准教授

演題：『インバウンド向けガストロノミーツーリズム戦略』

対 象 県民（定員 48 人）

参加費 無料

申 込 QR コード からの申込、もしくは、

静岡県立大学ツーリズム研究センターのメール：trc@u-shizuoka-ken.ac.jp、

又はＦＡＸ：054-264-5476 に氏名、所属、電話番号を記入の上、お申込みくだ

さい。

※定員に達した場合は、参加をお断りすることがあります。

問合先

賀茂地域局地域課 電話：0558-24-2204

主催：静岡県立大学大学院経営情報イノベーション研究科付属ツーリズム研究センター

共催：静岡県賀茂地域局
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メール、FAXもしくはQRコード
からお申込みください。 Mail: trc@u-shizuoka-ken.ac.jp

FAX︓054-264-5476

静岡県⽴⼤学⼤学院経営情報イノベーション研究科付属
ツーリズム研究センター

働きながら学べる最新の観光情報。無料で参加できます。

主催：静岡県立大学ツーリズム研究センター
協賛：静岡県賀茂キャンパス活用推進委員会

2023年度　第30回（毎月１回開講します）

9月15日（金）１３：３０～１５：００

静岡県下田総合庁舎内賀茂キャンパス（下田市中531-1）

インバウンド向けガストロノミ ーツーリズム戦略

講師：ｶｳｸﾙｱﾑｱﾝ ｱﾑﾅｰ
静岡県立大学大学院ツーリズム研究センター准教授
タイ国出身　首都大学東京博士課程観光科学域修了。

和歌山大学を経て、2019年より静岡県立大学経営情報
学部准教授

研究テーマは「日本とタイに繋がる茶観光の展開」

ガスト ロノ ミ ーツーリ ズムは、 「 その土地の気候風土が生んだ食材・ 習慣・ 伝統・ 歴史
などによっ て育まれた食を楽し み、 その土地の食文化に触れるこ と を目的と し たツーリ
ズム」 です。 こ の定義によると 料理は単に食品と いう だけではなく 、 地域の魅力的な食
文化と し ての観光商品と なり ます。 当講座ではイ ンバウンド 観光マーケティ ングに対し
てガスト ロノ ミ ーツーリ ズムの観光商品をどのよう に発展さ せるのかを考えていきます。
また、 訪日外国人を誘致するための観光戦略について解説し ます。
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地域を育む

食文化観光
－ト ルコと日本－

地域を育む

食文化観光
－ト ルコと日本－

本シンポジウムは、静岡文化芸術大学とトルコのイズミル経済大学の学生が「ガストロノミー＋」をテーマに行う産学共

同国際デザインワークショップの事前学習を皆さまと共有するものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トルコ第三の貿易都市であり、ヨーロッパから多くの観光客が訪れる国際都市イズミル。温暖な気候や豊かな自然に恵

まれたイズミルが展開する歴史と風土を背景とした食文化観光（ガストロノミー・ツーリズム）計画に触れ、伊豆賀茂地

域の観光資源や課題の再考とともに、地域を育むツーリズムについてディスカッションを行います。　　　　　　　　　　　　

パネリスト コーディネーター

岡部克仁
（ 南伊豆町長）

Ahm et Can Özcan木下直美 Edw ard  Sarich高山靖子
（ イズミ ル経済大学 准教授）（ 南伊豆町観光協会会長) （ 静岡文化芸術大学 教授） （ 静岡文化芸術大学 教授）

Elif Kocab ıyık
（ イズミ ル経済大学 講師）

公開イブニングシンポジウム
静岡文化芸術大学・ イズミ ル経済大学
産学共同国際デザインワークショ ップ

募集定員：  100名

参加費：  無料（ 要申込）

参加資格：  高校生以上

申込方法：  HP登録フォームまたは電話・ FAX

　 　 　 　 　 　        ※南伊豆町HPにリンクあり

問い合わせ

南伊豆町役場　 企画課

〒415-0392 静岡県賀茂郡南伊豆町下賀茂315-1　

Tel.0558-62-６ ２ ８ ８ (代)　 Fax.0558-62-1119

日時：  2023年 8月30日（ 水） 18:00 ‒ 19:45
場所：  下田総合庁舎別館　 ２ 階　
　 　    賀茂キャンパス  （ 17： 45 受付開始）

共催：  静岡文化芸術大学　 南伊豆町

協力：  静岡県賀茂地域局　 東伊豆町　
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令和５年８月 25 日

「賀茂地域で輝く大人」紹介事業「賀茂のカリスマ」（カモスマ）第３弾

～ Ｕターン カモスマが出前講座を実施します！ ～

１ 要 旨
賀茂地域で活躍している輝く大人を「賀茂のカリスマ」（カモスマ）として紹介・発信

する事業を下記のとおり実施することにより、この地域の仕事や活躍できる場、ライフ

スタイル等を再認識してもらい、賀茂地域に住み続けたいと思えるきっかけ作りを行う。

２ 事業内容

(1) 紹介する「賀茂のカリスマ」（カモスマ）＜第３弾＞

※敬称略

(2) 動画配信

令和５年９月６日（水）から毎週、県公式 YouTube チャンネル（19ch 賀茂のカリスマ）

で動画を配信する。併せて、効果的な広報を行うため、地元紙（伊豆新聞）、地元ケーブ

ルテレビ各社等により地元住民への発信を行う。

(3) 出前講座

学校における進路指導やキャリア教育等を目的として、出前講座を実施する。

※ 学校での取材を御希望される場合は、事前に下記担当まで御連絡願います。

担 当：地域課 西ヶ谷

連絡先：0558-24-2204

（賀茂地域局）

日 時 令和５年９月５日（火） 13：30～15：20

場 所 松崎中学校（松崎町江奈 307）

対 象 中学２年生（37 人）

内 容 ①カモスマによる自己紹介・仕事等の概要説明

②グループに分かれ、職業を決めるうえで大切にすべきこと等について、

カモスマへの質疑応答形式

参加予定

カモスマ

１土屋 尊司、３御法川 輝雄、５渡邊 純平、８土屋 人（敬称略）

※参加者は変更となる場合があります。

氏 名 会 社 名 市町名 公開日

１ 土屋 尊司 民宿勝五郎 下田市 9/ 6

２ 藤井 幸光、藤井 千代美（夫妻） 藤井わさび園 西伊豆町 9/13

３ 御法川 輝雄 ワインとお肉料理 レストラン MINORIKAWA 下田市 9/20

４ 板橋 隼平 株式会社 NEED U 下田市 9/27

５ 渡邊 純平 直売所南伊豆湯の花 南伊豆町 今後調整

６ 小池 美帆 合同会社愛菜花 東伊豆町 今後調整

７ 矢島 彩香 おやつのお店 秘密のぬけあな 河津町 今後調整

８ 土屋 人 三余農園 松崎町 今後調整

定例記者懇談会資料

今回は、本事業の「第３弾」として「Ｕターン」に焦点を当てて実施する。賀茂地域の児童・生徒を

対象に行った昨年のアンケート結果（別紙）を踏まえ、進学等で一度は地元を離れても、将来的に賀茂

地域に帰ってきたいと思えるように、Ｕターンをして活躍している「カモスマ」から、その経緯やきっ

かけ、その結果実現できた夢や仕事等を語ってもらい、下記（２）、（３）により紹介・発信する。
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令和５年８月 25日

定例記者懇談会資料

賀茂地域広報ＰＲグッズを作りました！

１ 概要

移住定住の促進及び地域の子どもたちの郷土愛醸成を目的とし、賀茂地域を魅力

的に静岡県内外に紹介する広報 PR グッズ（ノベルティ）を制作。

２ 今後の活用方法

・関東圏での移住フェアや地域のイベント等で配布することで、「賀茂地域」の知

名度向上、移住者及び関係人口の増加につなげる。

・イベント等で地域の子どもたちに配布することで、地域の魅力を再発見する機会

を創出させ、郷土愛醸成につなげる。

３ 制作グッズ

左：ファイルバッグ（地域局担当）、右：トートバッグ（土屋尊司氏）

４ デザイン

・賀茂地域１市５町の魅力を詰め込んだ温かみのあるデザインを発注。

・「Welcome to KAMO」には移住や観光など、何らかの形で賀茂地域に訪れてほしい

という思いが込められている。

・デザインは、下田市出身、Ｕターンして民宿勝五郎（下田市白浜）を営む傍らイ

ラストレーターとしても活躍している土屋尊司氏が制作。

担 当：地域課 野村

連絡先：0558-24-2202

（賀茂地域局）
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令和５年８月 25 日

定例記者懇談会資料

環境ビジネスを表彰する｢静岡県ＳＤＧｓビジネスアワード｣応募受付中

県内環境ビジネスの拡大に向け、環境課題解決に貢献する事業アイデアを幅広く

募集する「静岡県ＳＤＧｓビジネスアワード」の応募を受付中です。採択団体は、専

門家とのブラッシュアップを実施後、最終的な事業アイデアが表彰されます。

昨年度伊豆地域からは、古道の再生や森林整備等伊豆半島の自然環境を循環させな

がら、アクティビティや宿泊施設を提供するサスティナブルツーリズム事業を提案し

た株式会社BASE TRES（松崎町）が、優秀賞を受賞しました。

１ 募集概要

(１)募集期間 ９月 30 日（土）まで

(２)募集テーマ 静岡県内における環境課題の解決に貢献する事業アイデア

(３)応募資格 以下３つの条件を満たすこと。

・静岡県をフィールドとして環境ビジネスに取り組んでいる、もしくは、これから

取り組みたい法人であること

・静岡県内に事業拠点があること、もしくは静岡県内の事業者等と連携している法

人であること

・成果発表会等、所定のイベント等に出席可能であること

(４)応募方法・応募のポイント等

特設ＨＰ掲載の応募用紙に記入し、メールにて送付。

８月 23 日（水）に開催した募集説明会の様子を特設ＨＰからご覧いただけます。

(５)採択・表彰

７団体程度を採択し、事業アイデアのブラッシュアップを実施後、表彰。

（静岡県知事賞 １件、優秀賞 ３件程度、奨励賞 ３件程度）

※詳細は特設ＨＰをご確認ください。

https://www.shizuoka-sdgs-business-award.com➢

２ 静岡県ＳＤＧｓビジネスアワードの紹介動画

静岡県ＳＤＧｓビジネスアワード事業及び令和３年度受賞団体の事例紹介の動

画を静岡県公式ホームページ及び Youtube チャンネルにて公開しています。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kankyo/1051027/1053505.html➢

担 当：企画班 小野寺

連絡先：054-221-2919

（くらし・環境部 環境局 環境政策課）
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令和５年８月 25 日

定例記者懇談会資料

令和５年度総合防災訓練（本部運営訓練）の実施について

（目 的）

令和５年度に実施してきた各種の訓練や研修を踏まえ、大規模地震が発生した場

合を想定した本部運営訓練（図上訓練）を実施する。

県が実施する災害応急対策の習熟・検証を図るとともに、国、市町及び防災関係

機関との連携を一層強化する。

（概 要）

１ 訓 練 日 時 令和５年８月 29 日（火） 午前 8：30～12：00（県下一斉）

２ 訓練参加者 静岡県、賀茂管内市町、陸上自衛隊、下田海上保安部、下田警察

（予 定） 下田消防本部、沼津河川国道事務所、東京電力パワーグリッド(株)

ＤＭＡＴ、(一社)下田建設業協会

３ 訓 練 会 場 賀茂危機管理庁舎１階 各班室（健康福祉班訓練）

〃 ３階 賀茂方面本部室（本部運営訓練）

〃 ４階 特別会議室（会議運営訓練）

４ 図上訓練スケジュール

午前 8：30～ 訓練開始

午前11：10～ 第 6回方面本部員会議（４階特別会議室）

午前11：45～ 賀茂方面本部長講評（12：00 訓練終了）

５ 訓練重点項目

（１）「南海トラフ地震における静岡県広域受援計画」を踏まえた点検

（２）迅速かつ的確な情報収集・伝達

（３）防災関係機関及び各班との連携

６ 訓 練 想 定

・８月 28 日（月）午前８時 30 分頃、南海トラフ沿いで巨大地震が発生。

・地震発生から 24 時間経過した想定で訓練を実施する。

・建物倒壊や火災等の発生。大津波襲来により沿岸部で著しい被害。

７ そ の 他

・中止することが必要と判断される事象が生じた場合は訓練を中止します。

・訓練中の職員に対する取材は御遠慮願います。

担 当：危機管理課

連絡先：0558-24-2004

（賀茂地域局）
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令和５年８月 25 日

定例記者懇談会資料

伊豆西部における海からの防災ネットワークの形成に向けて

～駿河湾フェリー等を活用した海上輸送訓練を初めて実施します～

豪雨災害等の大規模災害発生時に、陸路による支援が困難となる場合に備え、海か

らの支援体制を強化（※命のみなとネットワークの形成）するため、静岡県、清水港

湾事務所、松崎町は、関係機関と合同で９月６日(水)静岡県松崎港において、駿河湾

フェリー等による入出港訓練・緊急物資輸送訓練等を実施します。

（本訓練は、西伊豆地域沿岸部において豪雨による土砂災害が発生し、陸路による支

援が困難となる場合を想定。なお、駿河湾フェリーを活用した緊急物資輸送訓練は、

初めての実施）

※災害時の陸路分断等を想定して、“みなと”の機能を最大限活用して海上輸送に

よる救助・救援や物資輸送等の災害対応支援を行うための、物流・人流ネットワーク

のこと。（ https://www.mlit.go.jp/report/press/port07_hh_000182.html ）

記

１．主な訓練内容 ※海上ルートの詳細は別紙１を参照

①駿河湾フェリーを活用し、清水港・松崎港における入出港訓練及び災害対策車両

の乗降訓練

②旅客船を活用した、堂ヶ島から松崎港への被災者移送訓練

③清水港から松崎港へ駿河湾フェリーによる緊急物資の輸送・荷下ろし訓練

④松崎港における駿河湾フェリーからの給水支援訓練

２．主催

静岡県 交通基盤部 港湾局、経営管理部 賀茂地域局

国土交通省 中部地方整備局 清水港湾事務所

松崎町

３．参加予定機関

静岡県、国土交通省中部地方整備局（港湾空港部・清水港湾事務所・静岡国道事務

所・静岡河川事務所・沼津河川国道事務所、静岡営繕事務所）、静岡市、下田市、

伊豆市、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、(一社)ふじさん駿河湾フェリー、富士山清

水港クルーズ㈱、堂ヶ島マリン㈱、清水港港湾建設工事安全協議会、日本港湾空港

建設協会静岡県支部、清水海上保安部、下田海上保安部 、国土交通省中部運輸局

（静岡運輸支局・下田海事事務所）、㈱ウインディーネットワーク

（賀茂地域局 危機管理課）
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４．当日のタイムスケジュール(予定) ※場所の詳細は別紙２、３を参照

９月６日(水)

（清水港）

１２：４５ プレス受付

１３：１５ 駿河湾フェリー発着場にて各種車両が乗船

１３：４５ 駿河湾フェリーが清水港を出港

（松崎港）

１４：５０ プレス受付（松崎港のみ取材される場合）

１５：１０ 被災者を乗せた旅客船が松崎港に入港

１５：２０ 駿河湾フェリーが松崎港に入港

１５：２０ 災害対策車両等の下船開始

１５：４５ 災害対策車両の展示、被災者が駿河湾フェリーに乗船、クレーン付き

トラックにより緊急物資を荷下ろし、駿河湾フェリーからの給水支援

１６：１５ 訓練終了

１６：５０ 駿河湾フェリーが松崎港を出港

１８：２５ 駿河湾フェリーが清水港に入港

５．問い合わせ先

静岡県 交通基盤部 港湾局 港湾企画課、港湾整備課

担当者：（企画）澤田、鈴木、（整備）佐野、笠井

電話番号：０５４－２２１－３０５６（企画）、３７５４（整備）

国土交通省 中部地方整備局 清水港湾事務所

担当者：屋敷、神原

電話番号：０５４－３５２－４１４６

６．取材に当たってのお願い

・取材を希望される場合は、別紙「取材登録」をご参照いただき、９月１日（金）

１２時までにメールにて申し込みください。

(問い合わせ先：屋敷・神原 電話番号：054-352-4146)

・取材当日は、社名が分かる腕章等を身に着けてください。

・駿河湾フェリーに乗船して取材いただくことは可能ですが、往路のみまたは復路

のみの乗船はできません。

・船内では係員の指示に従ってください。また、車両（二輪車を含む）を伴っての

ご乗船はできません。

・なお、当日の天候によっては急遽中止となる可能性がございますので、その場合

は取材の申し込みを頂いた方宛に、９月６日９：００までにご連絡させていただ

きます（予備日は設定しておりません）。

担 当：危機管理課 中井

連絡先：0558-24-2004
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令和５年８月２５日

定例記者懇談会資料

防災講座の開催

（目的）

賀茂地域局危機管理課では、防災における「自助・共助・公助」の基本を踏まえ

た地域防災力強化のため、自主防災組織、教育機関、ボランティア組織等、地域の

防災を担う組織と連携して、防災講座や連絡会議等の開催、訓練・研修等を実施し

ている。

（概要）

（賀茂地域局 危機管理課）

実施日時 実施場所 実施対象 内容等 備考

９月１日（金）

15:00～16:30

南上小学校

（南伊豆町）

職員 IDEA

９月４日（月）

9:10～9:55

浜崎小学校

（下田市）

４年生 風水害講座

９月５日（火）

13:40～15:15

河津小学校

（河津町）

４年生 サバイバル

９月７日（木）

8:25～12:05

稲梓小学校

（下田市）

全校 かるた、サバイ

バル、ICT、イ

メトレ、地震体

験

９月11日（月）

10:30～11:30

稲生沢こども園

（下田市）

全園児 防災ダック、地

震体験

９月11日（月）

13:25～14:10

朝日小学校

（下田市）

５年生 風水害講座

９月12日（火）

9:05～10:40

賀茂小学校

（西伊豆町）

６年生 ICT、ジュニア

HUG、地震体験

９月13日（水）

10:30～11:30

ひかり保育園

（下田市）

全園児 防災ダック、地

震体験

９月14日（木）

13:00～13:45

下田小学校

（下田市）

４年生 サバイバル

９月15日（金）

10:00～11:00

下田認定こども園

（下田市）

４・５歳児 訓練視察、地震

体験

９月21日（木）

9:10～9:55

松崎小学校

（松崎町）

４年生 サバイバル

９月21日（木）

13:20～14:55

稲生沢小学校

（下田市）

５年生 災判ゲーム

９月 22 日（金）

9:30～11:00

南伊豆認定こども

園

（南伊豆町）

５歳児

保護者

防災ダック、地

震体験

９月 25 日（月）

9:30～10:30

稲生沢小学校

（下田市）

４年生 庁舎見学
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（計 １７回）

（講座内容（抜粋））

【サバイバルスキルアップ講座】

いくつかのサバイバル術を、ご要望（内容や時間等）にあわせて設定します。

レクレーション感覚でサバイバルスキルアップを図ります。

・ 簡易なけが人搬送方法

例えば衣服と棒を用いた応急担架の作り方や、徒手による単独または複数名で

の搬送法などを紹介します。

・ 古新聞でつくる応急用の薪、スリッパなどの紹介

新聞紙の再利用。スリッパは低学年の児童でも折り紙感覚で作ることができ

ます。

・ 簡易トイレ紹介

学校でワックスがけをしたときにでる缶を使って簡易トイレができます。段

ボールや新聞紙で、自分専用の便座を作ってみます。

（お願い）

学校での防災講座を取材する際には、各学校まで取材を行う旨をご連絡ください

ますようお願いいたします。

講座の内容については、変更になる場合があります。

講座の内容に関するお問合せは下記担当までお願いいたします。

担 当：危機管理課 鈴木

連絡先：0558-24-2004

９月 25 日（月）

15:20～16:10

下田高校

（下田市）

１・２年生 未定

９月 26 日（火）

9:25～12:10

白浜小学校

（下田市）

全校 かるた、サバイ

バル、災判ゲー

ム、地震体験

９月 27 日（水）

10:00～11:00

下田認定こども園

（下田市）

保護者 サバイバル
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令和 5年８月 25 日

定例記者懇談会資料

講演会「黒潮大蛇行と磯焼け」の開催について

南伊豆の海は磯焼けによりカジメの森が消え、アワビの水揚げも減少しています。

現状を把握するため南伊豆町で磯焼け研究をしている専門家による講演会を開催し

ます。みなさまぜひご参加ください。

日 時 令和５年９月 13 日（水）15:30～17:00

場 所 南伊豆町役場湯けむりホーム(南伊豆町下賀茂 315-1）

講 師 静岡県水産・海洋技術研究所

伊豆分場 主任 長谷川雅俊

問い合わせ ℡ 0558-62-6277（南伊豆町地域整備課農林水産振興係）

主 催 南伊豆町

協 力 伊豆漁協南伊豆支所

磯焼けが発生した海域

【担当】

水産・海洋技術研究所伊豆分場

主任 長谷川雅俊

連絡先：0558（22）0835

（水産・海洋技術研究所伊豆分場）
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令和５年８月 25日

定例記者懇談会資料

静岡県・下田市一体型道路等包括管理委託業務に関する覚書締結

～維持管理の新しい試みを始めます～

１ 要旨

静岡県と下田市は、全国初となる異なる自治体が一体となって道路等を管理

する委託業務を令和５年 10月から始める。本委託は、従来、県では年４契約、

市では個別案件約 40 契約だったものを一括契約とし、精算方法や検収方法を

見直すことで、業務の効率化を図る。これに先立ち、この管理委託の覚書を県・

市で締結する。

２ 委託業務の概要

（１）対象範囲

県管理道路46.9km、市管理道路 236.1km

（２）業務範囲

業務計画策定、モニタリング

道路維持業務

小規模修繕・舗装補修（雪氷対策含む）・道路照明施設維持

（３）委託期間

令和５年 10 月１日～令和６年９月 30 日

３ 締結式の概要

（１）日時

令和５年９月４日（月） 午後１時 15分から 45分（30分間）

（２）会場

静岡県下田総合庁舎２階第６会議室（下田市中 531-1）

（３）出席者

下田土木事務所長、下田市長

（４）次第

１）覚書への署名

２）記念撮影

担当：企画検査課 大岡

電話：0558-24-2112

（下田土木事務所）
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令和５年８月 25 日

定例記者懇談会資料

「青野大師ダム教室」の開催について
あ お の だ い し

（概要）

下田土木事務所の管理する青野大師ダムにおいて、地元の小学生を招き、水の

大切さ、ダムの仕組みや役割について学習してもらう「青野大師ダム教室」を開

催する。

青野大師ダムは、南伊豆町を流れる二級河川青野川の支川である鈴野川に、洪

水調節、流水の正常な機能維持、水道用水の確保を目的に建設された多目的ダム

であり、平成 18 年８月から本格運用している。

（内容）

１ 日 時

（人数は暫定）

※南伊豆町に、大雨等の注意報以上が発令された場合は中止します。

※新型コロナウイルスの感染状況によっては、学校関係者と協議の

上、中止とする場合があります。

２ 場 所 青野大師ダム（南伊豆町青野）

３ 内 容 ①ダム管理所での説明（ダムの仕組みや役割について）

②ダム設備の見学（取水ゲート操作室など、一般に出入り出来な

い施設内部の見学）

４ その他 取材に来られる方は、ダム管理所までお越しください。

（付近に駐車スペースがあります。）

※ 別添青野大師ダムパンフレット参照のこと。

（下田土木事務所）

実施日 時 間 学校名 学 年 児童数

９月 13 日(水) 9:20-10:30
南伊豆町立

南上小学校

１年生

２年生

４年生

４名

８名

８名

９月 14 日(木) 9:20-10:30
下田市立

白浜小学校
４年生 10 名

９月 14 日(木) 10:20-11:30
南伊豆町立

南中小学校
３年生 12 名

担 当：工事第１課 大橋

連絡先：0558-24-2114
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令和５年８月 25 日

定例記者懇談会資料

静岡県屋外広告物適正化旬間におけるパトロールの実施

１ 概要

県では、国土交通省が屋外広告物の適正化を一層推進するために定めた屋外広告

物適正化旬間（毎年９月１日～10日）に合わせ、県内一斉のパトロールや啓発活動

等を行っている。

下田土木事務所においても、管内各市町と合同で、違反屋外広告物のパトロール、

簡易除却活動や安全管理の啓発活動等を実施する。

２ 実施日程等

３ 実施内容

・安全上問題のある屋外広告物や未確認の違反広告物の把握、是正指導

・屋外広告物法の規定に基づく簡易除却が可能な屋外広告物の除却作業

・法令や安全管理の普及啓発活動（チラシの配布）

４ 参加者

静岡県下田土木事務所職員（２名）、対象市町職員（各回１名）

５ 参考

配布チラシ、過去の適正化旬間事業の様子

担 当：都市計画課 都市計画班

連絡先：０５５８－２４－２１１０

（下田土木事務所）

対象市町 実施日・集合時刻 集合場所 実施路線

下 田 市 ９月４日(月) 9:00 県下田総合庁舎 国道135号・136号・414号、

県道下田石廊松崎線 ほか南伊豆町 ９月４日(月) 13:30 南伊豆町役場

東伊豆町 ９月５日(火) 10:00 東伊豆町役場 国道135号・414号、

県道下佐ヶ野谷津線 ほか河 津 町 ９月５日(火) 13:30 河津町役場

松 崎 町 ９月６日(水) 10:00 松崎町役場

国道136号 ほか
西伊豆町 ９月６日(水) 13:30

西伊豆町役場

宇久須支所
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屋外広告物とは…

◆ 屋外に設置する看板や広告です

９月1日～１０日は

「屋外広告物適正化旬間」 です

～屋外広告物のルールを守って安全で美しいまちづくり～

屋外広告物を表示・設置するには…

◆ 許可が必要です（許可が不要な場合もあります）

◆ 地域により許可基準が異なります
～ 詳しくは、許可申請窓口（裏面）にお問い合わせください ～

静岡県、静岡市、浜松市、（公社）静岡県屋外広告協会、静岡県広告美術業協同組合

※ ここに書いたものは、全て屋外広告物です

お く が い こ う こ く ぶ つ て き せ い か じ ゅ ん か ん
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屋外広告物に関する事は

どこに聞けばいいの？
屋外広告物の許可申請窓口に

お問い合わせください

静岡県屋外広告物条例が適用される区域

市 町 許可申請窓口 所在地 電 話

東伊豆町
河津町

南伊豆町
松崎町

西伊豆町
静

岡

県

下田土木事務所 都市計画課 下田市中531-1 0558-24-2110

函南町
清水町
長泉町
小山町

沼津土木事務所 都市計画課 沼津市高島本町1-3 055-920-2221

吉田町
川根本町

島田土木事務所 都市計画課 島田市道悦5丁目7-1 0547-37-4181

森 町 袋井土木事務所 都市計画課 袋井市山名町2の1 0538-42-3292

伊東市 伊東市 都市計画課 伊東市大原2丁目1-1 0557-32-1781

島田市 島田市 都市政策課 島田市中央町1-1 0547-36-7177

磐田市 磐田市 都市計画課 磐田市国府台3-1 0538-37-4907

焼津市 焼津市 都市計画課 焼津市本町2-16-32 054-626-2160

掛川市 掛川市 都市政策課 掛川市長谷1丁目1-1 0537-21-1151

藤枝市 藤枝市 都市政策課 藤枝市岡出山1丁目11-1 054-643-3373

下田市 下田市 建設課 下田市東本郷1丁目5-18 0558-22-2219

湖西市 湖西市 都市計画課 湖西市吉美3268 053-576-1693

伊豆市 伊豆市 都市計画課 伊豆市八幡500-1 0558-83-5206

御前崎市 御前崎市 都市政策課 御前崎市池新田5585 0537-29-8732

菊川市 菊川市 都市計画課 菊川市堀之内61 0537-35-0932

牧之原市 牧之原市 都市住宅課 牧之原市相良275 0548-53-2633

それぞれの市の屋外広告物条例が適用される区域

市 町 許可申請窓口 所在地 電 話

静岡市 静岡市 建築総務課 静岡市葵区追手町5-1 054-221-1123

浜松市 浜松市 土地政策課 浜松市中区元城町103-2 053-457-2344

沼津市 沼津市 まちづくり指導課 沼津市御幸町16-1 055-934-4762

熱海市 熱海市 まちづくり課 熱海市中央町1-1 0557-86-6383

三島市 三島市 都市計画課 三島市北田町4-47 055-983-2631

富士宮市 富士宮市 都市計画課 富士宮市弓沢町150 0544-22-1408

富士市 富士市 建築土地対策課 富士市永田町１丁目100 0545-55-2796

御殿場市 御殿場市 都市計画課 御殿場市萩原483 0550-82-4240

袋井市 袋井市 都市計画課 袋井市新屋1丁目1-1 0538-44-3122

裾野市 裾野市 都市計画課 裾野市佐野1059 055-995-1829

伊豆の国市 伊豆の国市 都市計画課 伊豆の国市長岡340-1 055-948-2909

＜参考＞ 許可申請書の作成（有償）に関すること 静岡県行政書士会 （電話：054-254-3003）
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記者提供資料 令和５年８月 25 日

令和４年度 消費生活相談の概要

１ 概 要

令和４年度当センターに寄せられた消費生活相談は284件と、前年度比で

139.9％増加し過去最多となりました。

年代別では70歳以上が全体の約４割を占めるなど、相変わらず高齢者から

の相談が多い状況となっています。

販売購入形態別では通信販売が最も多く全体の約６割を占めており、特に

「定期購入」に関する相談が前年度から急増しました。

２ 相談件数

(1) 年度別件数

(2) 年代別件数【不明を除く】 （令和４年度）

(3) 販売購入形態別件数【不明を除く】

（賀茂広域消費生活センター）

年 度 H30 R 元 R２ R３ R4 前年度比

件 数 266 233 265 203 284 139.9％

年代
20 歳

未満
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代

70 歳

以上
計

件数 ７ 14 19 26 46 50 105 267

割合 2.6% 5.3% 7.1% 9.7% 17.2% 18.7% 39.4% 100%

令和３年度 令和４年度

件数 構成比 件数 構成比

店舗購入 16 11.5% 30 15.5%

特
殊
販
売

訪問販売 13 9.3% 15 7.8%

通信販売 70 50.4% 121 62.7%

マルチ・マルチまがい 4 2.9% 2 1.0%

電話勧誘販売 29 20.9% 21 11.0%

ネガティブ・オプション 1 0.7% 0 0.0%

訪問購入 6 4.3% 2 1.0%

その他無店舗販売 0 0.0% 2 1.0%

計 139 100.0% 193 100.0%
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３ 令和４年度の特徴

○定期購入に関する相談の増加

・定期購入に関する相談が前年度比で５倍以上増加しました。

・「初回特別価格」「お試し」などの広告を見て、１回限りのつもりで注文

したものが実は定期購入だった、といった相談が多数寄せられました。

４ 被害救済の状況

・当センターに相談した結果、以下の①又は②に至った件数・金額を記載して

います。

①クーリング・オフ等で返金、解約、取消されたもの

②契約締結や支払いをせずに済んだもの

５ 消費者被害・トラブル防止に向けた取組

(1) 消費者教育出前講座

・令和４年度は 15 回開催し 677 名が受講しました。

・高校生等を対象に契約の基礎知識、若者に多い消費者トラブルについての

講座を実施しました。

・高齢者を対象に消費者被害の現状、悪質商法などにだまされないためのポ

イントについての講座を実施しました。

(2) 啓発活動

・５月の消費者月間、12 月の消費者被害防止月間に街頭キャンペーンを

計４カ所で実施しました。

・啓発チラシ「くらしが変わるカモ！」を年３回発行し全戸回覧しました。

担当： 倉島

連絡先： 0558-24-2206

年 度 R３ R4 前年度比

定期購入に関する

相談件数
９ 48 533.3％

令和３年度 令和４年度

件 数 37 件 76 件

金 額 16,372 千円 12,486 千円
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記者提供資料 令和５年８月 25 日

下田市市民後見人養成講座フォローアップ講座の実施

（概要）

８月31日に開催される下記の講座に当センター職員が出向いて、高齢者・障

害者の消費者被害に関する内容の講義、グループワーク等を実施します。

記

１ 講座名 下田市市民後見人養成講座フォローアップ講座

※賀茂１市５町が共同実施する市民後見人育成事業の一環として

実施

２ 主 催 社会福祉法人下田市社会福祉協議会

３ 日 時 令和５年８月31日(木) 10時～11時30分

４ 会 場 下田市民文化会館２階大会議室

５ 対象者 下田市市民後見人養成講座修了生

６ 内 容

講義：「高齢者・障害者の消費者被害の状況とその防止策について」

講師：賀茂広域消費生活センター所長 倉島浩彰

その他グループワーク、事例検討などを実施

担当： 倉島

連絡先： 0558-24-2206

（賀茂広域消費生活センター）
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記者提供資料 令和５年８月 25 日

消費者教育出前講座の実施(高校生等)

（概要）

令和４年４月から成年年齢が引き下げられ、18歳になると未成年者取消権の

保護対象から外れることとなり、未成年者取消権がなくなる若者が悪質事業者

のターゲットにされることが懸念されています。

つきましては、高校生や専門学校生で成人となる生徒の消費者被害を防止す

るため、以下のとおり県から講師を派遣して出前講座を実施します。

（出前講座の予定）

（内容）

〇 成年を迎えるにあたって必要な消費生活の基礎知識

・契約やお金の基礎知識

・若者が狙われやすい商法

・ネットショッピングの注意点

・くらしとお金

・消費生活センターの紹介 など

担当： 倉島

連絡先： 0558-24-2206

（賀茂広域消費生活センター）

日 時 場 所 対 象

令和５年５月 23 日（火）

13:30～13:50
県立下田高校【実施済】 保護者 210 名参加

令和５年５月 31 日（水）

14：50～16：20
下田看護専門学校【実施済】 １年生 27 名参加

令和５年７月 13 日（木）

11：00～11：50

県立伊豆の国市特別支援学校

伊豆松崎分校【実施済】

１～３年生

15 名参加

令和５年９月 27 日（水）

17：40～19：00
県立下田高校（定時制） １～４年生

令和６年３月 18 日（月）

8：45～9：35
県立松崎高校 １～２年生
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